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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、Gタンパク質共役受容体であり、ヘッジホッグタンパク質の受容体であるパッチドタンパク質と相互作用する。コードされるタンパク質は、ヘッジホッグタンパク質／パッチドタンパク質複合体によって活性化された後、他のタンパク質にシグナルを伝達する。[RefSeq提供、2010年7月],疾患：SMOの欠陥は基底細胞癌（BCC）に関与している。,機能：Gタンパク質共役受容体であり、パッチドタンパク質（PTCH）と会合してヘッジホッグタンパク質のシグナルを伝達すると考えられる。ソニックヘッジホッグ（SHH）がその受容体であるパッチドに結合することで、パッチドまたはスムースンド（SMO）による正常な抑制が阻害されると考えられている。,類似性：Gタンパク質共役受容体Fz/Smoファミリーに属する。,類似性：1つのFZ（フリズルド）ドメインを含む。,
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	SMO抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	SMO 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。

